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１．電子入札システムとは１．電子入札システムとは

電子入札システム

京都市

事業者

インターネットインターネット

調達情報参照 入札 開札結果参照

入札

認証局

調達案件登録

案件公開

指名通知

入札執行

開札・決定

庁内庁内

事業者事業者

電子認証民間認証局より購入

京都市が発行

IDカード

ICカード インターネット端末機

調度課内設置端末機

パスワード入力

従来の紙従来の紙媒体媒体での入札にかわりでの入札にかわり，，入札参加申込から入札書の提出入札参加申込から入札書の提出，，落札者の決定落札者の決定からから結果の通知までを結果の通知までを，，
インターネットを利用して電子的に行う情報システムです。インターネットを利用して電子的に行う情報システムです。

事業者



理財局財務部調度課で入札を執行している全ての案件（工事及び測量・設計等，物品とも）を
電子入札の対象とします。

２．対象業務とスケジュール２．対象業務とスケジュール

 電子入札システムの対象業務

 運用スケジュール

平成18年度 平成19年度

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（参考）公営企業での運用スケジュール（予定）

交通局

上下水道局

平成17年度

理財局

模擬
入札

一部運用（試行）開始 対象の拡大
本格運用
（全案件）

インターネット利用者の登録
及び調度課内端末機用の利用者IDカード発行開始　～　随時受付

事業者向け練習システムの解説　～　随時利用可能

一部運用
（試行）開始

対象の拡大 本格運用

本格運用
一部運用
（試行）
開始

(14日)
事業者
向け

説明会

※平成17年11月28日　一部運用開始（調度課内設置端末機のみで実施）
　同年12月28日～平成18年1月31日　システム休止
　平成18年2月1日　　 運用再開（インターネット利用も開始）



　○印刷［フォーム］
　○学校・保育用品
　○家具・什器・雑貨［家具調度品,荒物・金物・雑貨］
　○繊維・皮革・ゴム製品
　○消防用品［消防用品］
　○電気機械・器具［電子計算機・付属機器］
　○薬品・塗料・燃料［薬品材料］

　○土木，建築，電気，管，舗装，造園のAランク工事

３．一部運用開始時の内容３．一部運用開始時の内容

工事契約

物品契約

平成１７年度における電子入札の対象（予定）は以下のとおりです。平成１７年度における電子入札の対象（予定）は以下のとおりです。



４．４．インターネットを利用したインターネットを利用した電子入札に電子入札によよる入札事務の流れる入札事務の流れ
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５．５．調度課内設置端末機による入札事務の流れ調度課内設置端末機による入札事務の流れ

パソコン等の準備が整わずパソコン等の準備が整わず，，インターネットを利用して電子入札に参加インターネットを利用して電子入札に参加できる環境の整っていないできる環境の整っていない
事業者のために事業者のために，，理財局財務部調度課執務室内に電子入札に参加できるための端末を設置します。理財局財務部調度課執務室内に電子入札に参加できるための端末を設置します。
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 ※調達情報，開札結果については，
　調度課内で閲覧できます。



６．入札参加者の６．入札参加者の事前事前準備準備

・ＩＣカード・ＩＣカード

・・インターネット接続環境インターネット接続環境

・パソコン（推奨仕様）・パソコン（推奨仕様） ・ブラウザ・ブラウザ

  電子入札の利用環境電子入札の利用環境

・・ICICカードリーダ認証セットカードリーダ認証セット
・・CD-ROMCD-ROM

・・インターネット接続方法インターネット接続方法にはには
　　ダイヤルアップやＡＤＳＬダイヤルアップやＡＤＳＬ，，
　　専用回線等色々あり，選択肢専用回線等色々あり，選択肢
　　が異なりますが，回線速度はが異なりますが，回線速度は
　　操作性に直接影響操作性に直接影響するためするため，，
　　できるだけ高速でかつ安定性できるだけ高速でかつ安定性
　　の良い回線をお使いください。の良い回線をお使いください。
・・ネットワークの停止ネットワークの停止等等の不測の不測
　　の事態を考慮し，複数方式での事態を考慮し，複数方式で
　　インターネットの接続を行インターネットの接続を行うう
　こと　ことをお奨めします。をお奨めします。
・・プロバイダプロバイダに関しては，に関しては，電子電子
　　入札コアシステムで使用する入札コアシステムで使用する
　　以下の通信プロトコルが通過以下の通信プロトコルが通過
　　可能なプロバイダをお選び可能なプロバイダをお選び
　　下さい。下さい。
　（　（ＨＴＴＰＨＴＴＰ／／ＨＴＴＰＳＨＴＴＰＳ／／
　　　　ＳＭＴＰＳＭＴＰ／／ＬＤＡＰＬＤＡＰ））

・Microsoft Internet Explorer 
(Ver5.5(SP2以降))

・Netscape Communicator
（Ver.7.0以降）

仕様

・Microsoft Internet Explorer 
(Ver5.5(SP2以降))

・Netscape Communicator
（Ver.7.0以降）

仕様

電子入札コアシステムに電子入札コアシステムに
対応している認証局が対応している認証局が
発行した発行したICICカードカード

項目 仕様

パソコン本体 PC/AT互換機（DOS/V）

CPU Intel PentiumII 800MHz以上

メモリ 256MB以上

HDD 空き容量が500MB以上

CD-ROM CD-ROMドライブ×1

解像度 1024×768（XGA）

推奨OS
WindowsXP(Professional/HomeEdition)
Windows 2000Professional

その他 プリンタ



７．電子入札コアシステム対応認証局一覧７．電子入札コアシステム対応認証局一覧

◆ＩＣカードについて◆ＩＣカードについて

・電子入札・電子入札コアシステムコアシステムに対応している認証局が発行したに対応している認証局が発行したICICカードを使用してください。カードを使用してください。

＜電子入札コアシステム対応認証局＞＜電子入札コアシステム対応認証局＞

認証局名（サービス名） 営業開始日

株式会社ＮＴＴアプリエ（旧社名エヌ･ティ･ティ･メディアサプライ株式会社)
（e-ProbatioPS）

平成14年11月21日

国際認証センター株式会社 未定

ジャパンネット株式会社
（電子入札コアシステム用電子認証サービス）

平成15年 4月22日

株式会社帝国データバンク
（ＴＤＢ電子認証サービスＴｙｐｅＡ）

平成15年 2月 6日

東北インフォメーション・システムズ株式会社
（TOiNX電子入札対応認証サービス）

平成14年12月24日

日本商工会議所
（ビジネス認証サービスタイプ１－A）

平成15年 3月12日

日本電子認証株式会社
（AOSignサービス）

平成14年11月 1日

株式会社エネルギア・コミュニケーションズ 未定

四国電力株式会社
（よんでん電子入札対応認証サービス）

平成16年 1月15日

株式会社中電シーティーアイ
（ＣＴＩ電子入札・申請届出対応　電子認証サービス）

平成16年 5月26日

株式会社ミロク情報サービス
（ＭＪＳ電子証明書発行サービス）

平成17年 2月 8日



８．８．入札参加までの流れ入札参加までの流れ

電子入札システム利用者登録電子入札システム利用者登録

認証局

利用者登録時に
ＩＣカードを登録

認証局より
ＩＣカード購入

環境準備環境準備
電子入札電子入札システムシステム

パスワード変更パスワード変更

ＩＤカードを使用してログインし
初期パスワードを変更

京都市が
ＩＤカードを発行

調度課内設置端末機調度課内設置端末機

事業者（来庁入札者）

インターネットからの入札インターネットからの入札

調度課内設置調度課内設置端末端末機機からの入札からの入札

ＩＣカード

ＰＣ

ＩＤカード

インターネット接続環境

ＩＣカード

ＩＤカード

利用準備利用準備

事業者



９．９．サポート体制サポート体制

来庁入札者のサポート来庁入札者のサポートインターネット入札者のサポートインターネット入札者のサポート

事業者

練習システムによる体験

調度課ホームページ調度課ホームページ ヘルプデスク

ヘルプデスクによるサポート練習システムによる体験

調度課内設置端末機（調度課内設置端末機（練習システム練習システム専用）専用）

事業者（来庁入札者）



１０．認証局とは１０．認証局とは

京都市

認証局より購入

電子認証電子認証
電子署名付加電子署名付加
暗号複合化暗号複合化
電子鍵管理電子鍵管理

電子署名

認証局

暗号化

受信 ？？
京
都
市

京
都
市

事
業
者

事
業
者

電子署名

認証局認証局

認証局へ自動で
問い合わせ

電子署名の
正当性を保証

入
札
入
札

開
札
開
札

電子認証システム電子認証システム

複合化

送信

インターネット上では，情報をやりとりする相手の顔が見えません。

インターネット上で身分を証明するために，電子認証局から「電子証明書」を取得します。

電子証明書は現実世界における印鑑証明書や身分証明書に相当し「ICカード」に記録され発行されます。

ICカード(電子証明書)を使用して送信する文書などに「電子署名」を付与することで，作成者の特定と

データ改変の有無の確認ができます。

ＩＣカード
事業者



事業者のみならず本市職員にも誰が入札に参加しているかが，プログラム上，
開札前には分からないシステムを採用します。
このシステムを採用する入札においては，入札参加者の事前公表を廃止します。
※当面，物品の購入（製造の請負を含む。）を対象とします。

１１．京都市電子入札システムの特色１１．京都市電子入札システムの特色

（１）開札前には入札参加者が分からないシステム

入札時

開札まで誰が入札に参加
しているかわかりません。

入札参加者の事前公表
は行いません。

開札時に入札参加者
がわかります。

事業者Ａ

？？

事業者Ｂ

？？

事業者Ｃ

？？

事業者

事業者

事業者

開札時



「電子入札コアシステム」を利用してシステムを構築しているため，すでに国
や京都府等の電子入札に参加している事業者にとっては，操作が簡単で新たな
経費負担も発生しません。
ただし，電子証明書については，１社１名義に制限します。
受任者を設定している場合は，受任者の証明書のみ登録可能であり，代表者の
証明書を使用することはできません。

１１．京都市電子入札システムの特色１１．京都市電子入札システムの特色

（２）「電子入札コアシステム」の利用

※電子入札コアシステムとは
　システムの標準化を図る目的で財団法人日本建設情報総合センター及び，財団法人港湾
　空港建設技術センターが設立した「電子入札コアシステム開発コンソーシアム」により
　開発されたシステムです。各公共発注機関において適用可能な汎用性の高さを基本要件
　としており，大部分の府県，政令指定都市が採用（予定を含む。）しています。

利用者登録利用者登録

受任者受任者

１社に登録できる証明書
は１名義のみです。

Ａ社

Ｂ社 Ｂ社京都支店
受任



インターネットを利用して電子入札に参加できる環境の整っていない事業者の
ために，調度課内に入札専用の端末機（１０台）を設置します。
これにより，すべての事業者が電子入札に参加可能となるため，原則として，
これまでの紙媒体による入札を廃止します。

１１．京都市電子入札システムの特色１１．京都市電子入札システムの特色

（３）庁内に入札専用の端末機を設置

電子入札システムの利用環境
を持たない事業者については

調度課内設置端末機から入札
が可能です。

京都市
電子入札システム

京都市

インターネットインターネット

庁内庁内

事業者事業者

民間認証局より購入

京都市が発行

IDカード

ICカード インターネット端末機

調度課内設置端末機

パスワード入力

事業者

事業者

調度課



・全入札案件（物品契約を含む。）について予定価格の事前公表を行います。

・電子くじの導入
　入札書提出時にくじ番号の入力を行い，同額の最低入札価格が複数ある場合
は
　電子くじにより自動的に落札者を決定します。

１１．京都市電子入札システムの特色１１．京都市電子入札システムの特色

（４）その他

事業者

入札書提出時に予定価格を
参照します。

予定価格を超過する入札金額
を入力することはできません。
また，入札書提出時にくじ番
号を入力します。

入札入札 開札開札

同額の場合は電子くじによっ
て落札判定を行います。

※再入札はありません！

電子電子くじくじ

落札判定落札判定



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【工事】操作の流れ（一般競争入札①）【工事】操作の流れ（一般競争入札①）

◆入札案件一覧
　検索条件を入力し，指定した条件の調達案件情報を一覧表示します。

調達案件参照

指定した検索条件の案件
情報が表示されます。

検索条件を入力し、
入札案件情報を検索
します。

※入札案件検索



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【工事】操作の流れ（一般競争入札【工事】操作の流れ（一般競争入札②②））

◆参加資格確認申請書
　指定した調達案件に対して参加資格申請の提出を行います。

調達案件参照

参加資格申請に必要な情報を入力し，
証明書等を添付して提出します。



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【工事】操作の流れ（一般競争入札【工事】操作の流れ（一般競争入札③③））

◆入札参加資格確認申請書受付票
　通知書の内容を参照し，参加資格申請が受理された旨を確認します。

調達案件参照

参加資格申請の受付状況を確認します。

該当の通知書を
一覧より参照します。

※入札状況
　通知書一覧



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【工事】操作の流れ（一般競争入札【工事】操作の流れ（一般競争入札④④））

◆入札参加資格確認通知書
　通知書の内容を参照し，参加資格の有無を確認します。

調達案件参照

参加資格の有無を確認します。

該当の通知書を
一覧より参照します。

※入札状況
　通知書一覧



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【工事】操作の流れ（一般競争入札【工事】操作の流れ（一般競争入札⑤⑤））

◆入札書
　当該案件に対して入札金額を入力し，入札書の提出を行います。

調達案件参照

入札金額を入力し，提出します。



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【工事】操作の流れ（一般競争入札【工事】操作の流れ（一般競争入札⑥⑥））

◆落札者決定通知書
　通知書の内容を参照し，開札結果を確認します。

調達案件参照

開札結果を参照します。

該当の通知書を
一覧より参照します。

※入札状況
　通知書一覧



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札①）【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札①）

◆調達案件一覧
　検索条件を入力し，指定した条件の調達案件情報を一覧表示します。

調達案件参照

検索条件を指定し，
案件の検索を行います。



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札②）【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札②）

◆案件内容確認
　指定した調達案件に対して入札参加表明を行います。

調達案件参照

参加表明を行う場合は，
参加ボタンをクリック
します。



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札③③））

◆入札通知
　当該案件への参加資格がある場合，入札通知を受理，参照します。

調達案件参照

入札通知を参照します。



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札④④））

◆入札書提出
　当該案件に対して入札金額を入力し，入札書の提出を行います。

調達案件参照

入札金額を入力し，提出します。



開札結果参照入札書提出参加申請提出

【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札【物品】操作の流れ（参加希望型指名競争入札⑤⑤））

◆落札通知書
　通知書の内容を参照し，開札結果を確認します。

調達案件参照

開札結果を参照します。

※通知書一覧

該当の通知書を
一覧より参照します。


